
令和４年５月１０日 
報 道 発 表 資 料

「世界初の水素ホテル」が燃料電池ユニットを更新し、水素発電を継続します！ 

「世界初の水素ホテル」川崎キングスカイフロント東急REIホテル（以下、「東急REIホテル」という。）

は、水素燃料電池ユニットを更新し、2023年1月から再び「水素ホテル」として水素発電を行うことを

決定しました。 

本市では、水素エネルギーの積極的な導入と利活用による「未来型環境・産業都市」実現のため、平

成27 年 3 月に「水素社会実現に向けた川崎水素戦略」を策定するとともに、その具体化及び先導的な

モデルとなるプロジェクトとして、8つのリーディングプロジェクトを創出し、企業や国等多様な主体

と連携して推進しております。 

昭和電工株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：髙橋 秀仁、以下「昭和電工」という。）

が東急REIホテルと共に実施した「水素の地域循環型水素地産地消モデル」の実証事業は、上記リーデ

ィングプロジェクトの一つであり、「世界初の水素ホテル」として象徴的な取組です。これは、環境省の

「地域連携・低炭素水素技術実証事業」として、昭和電工が実用化した世界で唯一のプラスチックケミ

カルリサイクル施設を有効活用し、地域で発生する使用済みプラスチックから低炭素水素を製造、水素

パイプラインで東急REIホテルに直接送給し、ホテル内の約30％の電力を水素で賄うことでＣＯ2の削

減に貢献するというもので、令和3年度末、成功裏に終わりました。 

この度、株式会社東急ホテルズ（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：村井 淳、以下「東急ホテ

ルズ」という。）は、運営する東急REIホテルにおいて、環境省の「脱炭素社会構築に向けた再エネ等由

来水素活用推進事業」「水素サプライチェーン社会実装支援事業」として、トヨタ自動車株式会社製燃

料電池モジュールを使用した明治電機工業株式会社製「50kW純水素型定置式FC発電システム」を導入

し、2023年1月から再び「水素ホテル」として水素発電を行うことを決定しました。 

本市における水素活用のモデルケースとして、先導的役割を担ってきた同ホテルが、技術実証からい

よいよ社会実装の段階へと進みます。 

・添付資料  東急ホテルズ ニュースリリース文  4枚 

【問合せ先】 

川崎市 臨海部国際戦略本部 成長戦略推進部 篠原 

電話 044-200-2095 

川崎キングスカイフロント東急REIホテル 昨年まで稼働していた純水素型燃料電池
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